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第113回火山噴火予知連絡会 北海道大学

倶多楽火山

○熱泥噴騰に伴う地動波形の変化

図１．地動波形(上下動成分)の時間変化．2007年8月25日(最上段)は大正地獄中心から10mの地点で得
られた記録，これ以外は20ｍの地点で得られた記録である．

倶多楽火山(大島・前川)

2007年５月３日から同年10月11日～12日の規模の大きな噴騰活動まで，熱泥噴出に伴う微動
は振幅も大きく，継続時間も長い(A)．12日の活動で熱水流出口が拡大し，これ以降の地動は
振幅も小さくなり，継続時間も短くなった(B)．2008年５月頃からは約１日間隔で噴騰が繰り
返されるようになり，地動振幅は更に小さく，継続時間も更に短くなった(C)．噴騰間隔が再
び２～4日となった2008年11月以降，地動振幅は小さいものの長いコーダ部が顕著になり，こ
の傾向は現在まで続いている．
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